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の等高線開隔で測り， 100分の lの縮尺で作成した。なお測量図に示した方位は磁北である O
今回， iHlJ量調査の対象とした野中第 i号墳は姫塚古墳や瓢塚吉墳とも呼ばれる，かすみがう
ら市安食太子 2292-1に所在する古墳時代後期の前方後円墳である O 南側及び西側はよ1に接し，
































第 21~ 野中第 1号墳 墳丘全景写真(右側が後門部)
II. 墳丘の現状
等高線は，南面するよ!日との境界にあたる標高 23.750111から後円部の壌環付近の 28.000111ま
でを計測することができた(第 3図)。 墳丘上で、計miJした最高地点は後内部上の 28.109111であ
り，前方部よりも高いことがわかる O 外観的な特徴としては，~方部北側に近年のこ!こJj)( りによ
り大きく削り取られている箆所が見られる他 墳頭部には窪んでいる場所が数笛所雑誌され
た。全体的に南側の残存状態は良好であり前方後円墳であることが認められる o i朝日IJは全体的










後円部径 18.5111 後円部高 3.10111













lは，表探した仁1:1でlljt-の須恵器であり， 0.5111111程度の白色粒を多く含んでいる O 器種は不
明だが，外国には若干のタタキ痕が見てとれる o 5・6は土師器の口縁部であるが，小片のた





色粒子を含む。内外部ともにナデを施しており，赤彩が認められる O 含有物は 1111程度の白
色粒子， 0.5mm程度の雲母，石英である o 2・4は 1mm以下の黒色-白色粒子と 1mmから
2m111程度の灰色粒子を含んでいる O 内外語ともナデが丁寧に施されている O
最大の遺物は 7に示した半径 3cmの底部である o 3mm程度の白色粒子を多く含み， さらに
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